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１．目的 

光化学オキシダント（以下，Ox）濃度が高くなり，

遠くの景色が霞んで見える状態を光化学スモッグと

いう．光化学スモッグはめまいや目の痛みなどの人

的被害を引き起こす大気汚染であるが，原因である

Ox の環境基準（1 時間値が 60ppb 以下）の達成状況

は 2015 年度で一般局 0％，自排局 0％と極めて低い

水準となっており 1)，今後さらに削減が必要とされ

る．Ox 濃度の変動傾向について東京都区部や関東平

野全域を対象とした既往研究があるのに対し 2) 3)，東

京湾沿岸域周辺に着目した Ox 濃度と気象条件，地理

的要因についての研究は少ない．そこで本研究では

東京湾沿岸域を中心とした首都圏における Ox 濃度

の空間分布を調べ，Ox と気象条件，地理的要因との

関係性を評価することを目的とする． 

２．解析概要 

東京湾沿岸の東京都・千葉県・神奈川県を対象に，

環境省大気汚染物質広域監視システム（AEROS） で

観測された Ox 濃度，風向，風速の 1 時間値を使用し

て解析を行った．本研究では広範囲で Ox 濃度が高く

なった日の時空間分布の傾向をつかむため， 2015

年に光化学スモッグ注意報が 3 都県全てで発令され

た 7 日間（5/27，6/24，7/11，7/26，7/27，8/1，8/7）

を解析対象日とした．3 都県の代表的な地点（東京，

千葉，横浜）の日照率の平均はそれぞれ 89%，87%，

84%，88%，92%，67%，69%であった 4)．対象地点

は，Ox が 172 地点，風向・風速が 204 地点（5 月の

み 202 地点）である． 
３．Ox 濃度の時間・空間分布の傾向 

 7 月 27 日（8～22 時，2 時間ごと）における Ox 濃

度分布の時間変化を図-1に示す． 10 時から Ox 濃度

が全体的に上昇し始め（図-1(b)），12 時には千葉中

央（図-1(c)黒丸），川崎周辺（同，青丸）で光化学

スモッグ注意報の発令基準である 1時間値 120ppb付

近まで高くなり，2 つの高濃度地域が発生している．

これらの高濃度地域は風向と位置関係より，それぞ

れ京葉工業地帯，京浜工業地帯から発生する Ox の原

因物質を含む空気塊が移流したことが要因であると

考えられる．風速も強まり東京湾からの海風と房総

半島の東～南東からの海風が生じ，千葉中央には収

束帯が確認できる．14 時には東京湾からの海風が強

まり収束帯がより明瞭に認められるとともに，Ox 濃

度も最大値 171ppb まで上昇し，高濃度のピークをむ

かえた（図-1(d)）．高濃度地域は 14 時から 22 時に

かけて南東風とともに北西へと移行している．図-1

では 20 時から Ox の移行は解析範囲外となり（図

図-1  Ox濃度の時間変化（7月 27日 8～22時，2時間ごと） 
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-1(g)）どこまで到達したか判断できないが，Ox が

群馬県と長野県の県境である碓氷峠を超えて長野県

佐久盆地まで到達しているという既往の研究結果も

あり 5)，東京湾沿岸から約 150km 内陸部まで移行し

ている可能性がある．北西への移行は対象日 7 日間

のうち 6 日間見られ，残り 1 日（8/1）も南風ととも

に北に移行していた．Ox 高濃度地域の移行は風に大

きく依存していることがわかる． 

千葉県に着目すると，東京湾沿いにおける高濃度

地域は千葉中央で発生する場合（図-2(a)黒丸）と君

津周辺で発生する場合（図-2(b)黒丸）の 2 つのパタ

ーンが存在した．千葉中央で高濃度が発生した日は 3

日間（7/11, 7/27, 8/1）あり，いずれの日も千葉中央

部に風の収束帯が確認できた．Ox の原因物質の主要

な発生源と考えられる京葉工業地帯の空気塊が，東

京湾からの海風により千葉中央まで運ばれたと考え

られる．これに対し君津で高濃度が発生した日は 4

日間（5/27, 6/24, 7/26, 8/7）あり，いずれの日も東京

湾から千葉市～房総方面への海風の流入が弱い環境

場であった．工場地帯の空気塊が流されずにその場

で滞留していたことから，高濃度の Ox が広範囲に渡

らずに君津付近に留まったと考えられる． 

また，Ox 濃度のピークである 14 時には対象日 7

日間中 5 日間で東京都心部において低濃度地域の発

生が見られた（図-3白丸)．京葉工業地帯や京浜工業

地帯と比べてこの付近には発生源と考えられる工場

が少ないことや，東京湾からの風がこの地域を迂回

して内陸に進入していることから，局所的に低濃度

となった可能性が考えられる． 

４．まとめ 

 東京都・千葉県・神奈川県で光化学スモッグ注意

報が発令された日を対象に首都圏における Ox 濃度

の時間・空間分布を調べ，気象条件や地理的要因と

の関係性を検討した結果， Ox 濃度は 14 時頃にピー

クをむかえ，その後風とともに北西部へと高濃度地

域が移行していく傾向が見られた．また Ox の主要な

発生源としては京葉工業地帯，京浜工業地帯が考え

られ，風の収束地点と対応して高濃度地域が発生し

ていた．以上より，Ox の挙動は風に大きく依存し東

京湾からの海風の強さや風向により高濃度地域の発

生場所が異なり，千葉県の千葉中央部や君津付近，

神奈川県の川崎付近で高濃度となりやすいことがわ

かった． 
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図-3 東京都心部の低濃度地域 

図-2 千葉県東京湾沿いの高濃度地域 
(a)千葉中央，(b)君津 
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